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4キ ソフトウェア技術者協会
Software Engineers Asociation 

ソフトウェア技術者協会 (SEA) は，ソフトウエアハウス，コンピュータメーカ，計算センタ，エンドユーザ，大学，研究所など，そ

れぞれ異なった環境に置かれているソフトウェア技術者または研究者が，そうした社会組織の壁を勉えて，各自の経験や技術を自由

に交流しあうための「場」として. 1985 年 12 月に設立されました.
その主な活動は，機関誌SEAMA止の発行，支部および研究分科会の運営セミナー/ワークショップ/シンポジウムなどのイベン

トの開催，および内外の関係諸国体との交流です.発足当初約 2∞人にすぎなかった会員数もその後飛躍的に増加し，現在，北は北

海道から南は沖縄まで. 7∞余名を超えるメンバーを擁するにいたりました.法人賛助会員も 30 数社ちかくを数えます.支部は，東

京以外に，関西，横浜，長野，名古屋，九州，広島，東北の各地区で設立されており，その他の地域でも設立準備をしています.分科
会は，東京，関西，名古屋で，それぞれいくつかが活動しており，その他の支部でも，月例会やフォーラムが定期的に開催されていま
す.

「現在のソフトウェア界における最大の課題は，技術移転の促進であるj といわれています.これまでわが国には，そのための適切
な社会的メカニズムが欠けていたように恩われます. SEA は，そうした欠落を補うべしこれからますます活発な活動を展開して行
きたいと考えています.いままで日本にはなかったこの新しいプロフェッショナル・ソサイエティの発展のために，ぜひとも，あなた
のお力を貸してください.
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編集部から

* 
夏から秋にかけて， (1) MCC, CMU/SEI，およびnMT (Univ ofTexas) とのジョイントによるアメリカでの

Forum & Workshop，そして (2) 国連大学と共催の中国での国際シンポジウム (ISFST'96) と 2 つの大きな国際イ

ベントが重なり，事務局兼編集部はすっかり忙殺されていました.

1年*

両イベントとも成功裡に終りましたが，とりあえずまとまっている中国・西安での ISFST'96 のProceedings を

特集号としてお届けします.

食会食

SEA では， 1987 年以降 3 回開催した日中シンポジウムの後を受けて， 1991 年から，単に 2 ヶ国だけでなく

より国際的に聞かれた形の Intemationa1CASE Symposium を，北京 (91 年)，烏魯木斉 (92 年)，泰安 (93 年)，見

明 (94 年)，長沙 (95 年)と 5 年間にわたって開催してきました (1994 年からは UNUバ1ST - 国連大学国際ソフト

ウェア研究所との共催).

大食会食

今年は，新しい世紀に向かつての未来(FutureSoftware Technology) を討論しようという再度のモデルチェン

ジを試みたわけです.参加者は，やはり中国，日本が中心ですが，韓国，マカオ，オーストラリア，パキスタ

ンのアジア太平洋諸国の他に，アメリカ，イギリス，さらには東欧ポーランドからも論文が寄せられました.

大大台*大

夏の PC ミーテイングで，共催団体である UNU江1ST 所長の Dines Bjomer博士いわく . "世の中の国際会議が

ややもすれば既成のアカデミズム流の形式化にながれて行く傾向がある中で， SEA が主催してきた一連の会議

は日中両国の研究者・技術者の親密な結び付きをベースに，インフォーマ Jレな人間的交流の場として成功をおさ

めてきている.今後もこのユニークな特徴を伸ばして行くように心がけよう!"

みなさんも来年はぜひ御参加下さい.

*交交交交交

今年の参加者の方々の印象記は，また号をあらためて.

交交***大*
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